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１ 変更理由 

日光国立公園は、昭和９年12月４日に阿寒、大雪山、中部山岳及び阿蘇国立公園とと

もに指定された、わが国では初期に指定された公園の一つである。 

当初、指定区域は日光、尾瀬及び奥鬼怒地区であったが、昭和25年９月22日に区域が

拡張され、那須甲子・塩原、藤原、栗山及び足尾地区が加えられた。平成19年８月30日

に尾瀬国立公園の指定に伴って尾瀬地域が本公園の区域から削除されたため、本公園は

日光地域と那須甲子・塩原地域から構成されている。 

那須甲子・塩原地域は、本公園の北東半分を占め、那須甲子地区と塩原地区から成る

地域である。那須甲子地区は、北部日本を縦走する那須火山帯の南端に位置し、茶臼岳

を中心とした那須連山が脊梁をなし、そこからゆるやかな高原が続き、この中を阿武隈

川、黒川、余笹川等が浸食する変化に富む地形を呈している。一方、塩原地区は、高原

火山群を中心とし北から南東方向にかけて渓谷と高原が関東平野に向かって広がってお

り、全体として火山性の山岳、高原地域ということができる。また、本地域には著名な

温泉が各所に存在し、東京から鉄道や東北自動車道で容易にアクセスできるため、多く

の利用者が訪れている。 

本地域の公園計画等については、昭和25年の指定以来、幾度かの利用施設の追加・削

除の変更が行われ、昭和60年９月５日には社会条件等の変化に対応するため、全般的な

見直し（再検討）が行われた。また、平成４年、平成11年及び平成18年に点検が行われ、

現在に至っている。 

今回は、豊かで多様な動植物が見られる那須御用邸用地の一部を国民が自然に直接ふ

れあえる場とするため、宮内庁から環境省に所管換することとなったことから、所管換

予定地のうち公園区域に含まれていない区域を公園区域に編入し、その適正な保護と利

用を図るため、公園区域の一部変更を行うものである。 

 

 

 



２　変更する区域

（表１：公園区域変更表）

番号 区分 変更部分の区域

1 拡張 栃木県那須郡那須町

　大字大島及び大字高久丙の各一部

　　日光国立公園（那須甲子・塩原地域）の区域の一部を、次のとおり変更する。



変更理由

国 155

155 公 0

私 0

国 155

155 公 0

私 0

国 28,395

39,047 公 3,000

私 7,652

変更前公園面積

　本地域は、宮内庁から環境省に所管換が予定されている土地の一部で
あり、那須高原の中腹に位置する。自然性の高い二次林等、優れた自然
環境を有し、隣接する公園区域と一体となった風致を呈していることか
ら、公園区域に編入し、適正な保護と利用を図る。

変更部分面積計

面積(ha)

私 7,652

国 28,550

39,202 公 3,000

私 7,652

変更後公園面積




